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水素およびアンモニア雰囲気に対応した、高温反応試験

金属・無機材料などについて、水素およびアンモニア雰囲気における高温反応特性評価試験を
実施いたします。

水素およびアンモニア雰囲気下における高温反応試験

Cat.No 3E5J-147-00-211025

近年、カーボンニュートラルを目的とした技術として、水素などを使用する新エネルギーや、アンモニア等の化合物に変換
して輸送・貯蔵する方法が検討されており、水素系ガスの利用技術が盛んに研究・開発されています。
当社では、製鉄プロセスで培った特殊雰囲気における高温反応試験の知見を活用し、アンモニアおよび水素が設備(材料)
に与える影響等を評価できます。加えて、これら新規燃料を用いた高温での還元および窒化反応などによる新材料の開
発試験も実施できます。

耐腐食仕様TG-DTA

熱重量変化測定用管状炉(大型TG)

試験概容

・ 還元雰囲気下での反応試験

・ 金属材料の窒化試験

・ 高温腐食環境下での耐久試験

高温反応特性の把握には、加熱中のサンプルの重量を測定すること
が有効です。当社では、アンモニアおよび水素を含む環境での分析が
可能なTG-DTAに加え、大型のサンプルを用いた熱重量測定が可能な
設備を用いて高温反応特性の評価を実施いたします。

高温環境でアンモニアおよび水素に曝される材料の耐久性評価、

これらのガスを用いた雰囲気における高温反応試験を管状炉など
の設備を用いて対応いたします。また、試験後のサンプルに対し、
顕微鏡等を用いた断面観察や強度試験を合わせて実施できます。

適用試料と利用環境の例 その他

・ お客様の要望に合わせて試験装置をカスタマイズし、
評価試験を実施いたします。

高温反応試験実施例

特徴 性能

ガス種
H2、NH3　数ppm～100%まで対応可能

※その他ガス種にも対応可能

TG-DTA
サンプル量：10mg程度
対応温度：～1600℃

大型TG
サンプル量：φ80mm×50mm(約200mL)

対応温度：～1600℃
※熱処理のみの試験や発生ガス分析など様々な試験に対応いたします。


